











































































































































































































































































































































する。そして、1978 年の第 11 期 3 中全会で、「四つの近代化」が謳われるようになるが、
















































教育内容については、外国語教育は小学校 3 年から週 2 コマと規定されているが、都市部
































写真 1　農村の小学校の校舎 写真 2　農村の小学校のコンピューター室
写真 3　農村の小学校の小学校心得 写真 4　農村の小学校の授業風景
写真 5　農村の中学校 写真 6　農村の中学校の給食風景
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写真 7　都市の小学校 写真 8　都市の小学校
写真 9　都市の中・高校 写真 10　都市の中・高校





幼稚園児 35 人、合計 369 人、教師 20 人、幼稚園教諭 2 人、食堂の料理人 2 人、合計 24 人
である。幼稚園は、1 年制で小学校に併設されている。7 時 20 分開門であり、授業は 1 日 6
時限あり、１時限　8:30-9:10、２時限 9:20-10:30、３時限 10:40-11:20、４時限 11:30-12:10、５


















写真 5、写真 6 は、農村の中学校である。この学校は、3 年間で、都市の高校へ進学する。








小学校は、1 年から 6 年まで持ち上がりで、1 クラス 60 人、全児童数 1,476 人である。教職
員は、解雇されない。90％以上の先生が師範学校の卒業生であり、女性の若い先生が多かっ
たが、平均月 4 万円で、一般公務員の 80％の給料しか得ていない。
写真 9、写真 10、写真 11 は、都市の中学校・高校の様子である。この学校では、都市部
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の中学生・高校生と、農村部で中学を卒業した者を受け入れている。生徒の 4 分の 1（500
人）は、寮生活を送っており、農村から来た生徒である。中学校卒業生の 70％は、普通科に、


















写真 11 は、毎日（月曜日から金曜日まで）の評価である。1 年生から 6 年生（中学 1 年
から高校 3 年）までの各項目の評価を 10 点満点で生徒に黒板に記入させ、各学年毎に競わ
せている。また、給食も写真 12 のように独立した食堂があり、各自が調理室から食事を受
け取り、食事する。
写真 13 は、都市の幼稚園である。市内には、100 から 1000 の私立の幼稚園が存在し（実
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